
 “参加型で学ぶ”人権・部落問題学習を考える研究会 2020 

参加体験型人権・部落問題学習で 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権問題に関わり、古くて新しい考えに「そっとしておけば、教えなければ差別（問題）は自然

になくなる（「寝た子を起こすな」論）」や、「人権問題解決の施策により特定の人たちだけ優遇さ

れている（逆差別論）」があります。 

この二つは、以前より根強く存在しているにも関わらず、その問題への取り組みがあまり進ん

でいない課題でもあります。また、どちらも差別を無くすことに力を注ぐのではなく、差別や人

権侵害を受ける人に“我慢”を強いる考えでもあります。 

自己責任論や被害者にその責を求める風潮が色濃くなる今こそ、この二つの考え方について

の学習や研修をどうつくっていくのか、皆さんと共に考えていきたいと思います。 

7 月4 日（土）午後1時30分～4時30分 

会場 ＨＲＣビル 5階ホール（最寄り駅：JR・OsakaMetro「弁天町駅」） 

参加・資料代 2,200円（税込み） / 定員 25人程度（先着） 

       

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

Part.1 ワークショップの受講 プログラム①「寝た子を起こすな」論 

Part.2 ワークショップの受講 プログラム②逆差別論 

Part.3 現場でのワークショップ実施に向けて 

Part.1、Part2 のプログラムを実施するために必要なことや、プログ

ラムのブラッシュアップなどを、講師と参加者相互で考えていきます。 

講師 

内容 

「寝た子を起こすな」論

逆差別論を考える 

1984年に同大学に着任以来、同和教育や部落問

題の授業を担当し、現在は「ダイバーシティと人

権」「部落問題概論」などを担当する。 

部落問題学習や人権学習に取り組む約40年の中

で、市民の人権意識の変化に対応する学習を提起

してきた。 

森 実さん（大阪教育大学教授） 
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【新型コロナウイルス対策について】  
換気、消毒、消毒液やマスクの設置、間隔をあけて座ることのできる広さの会場設定等、感染予防

の取り組みを行います。また、参加者の皆さまにおかれましては、マスクの着用、当日体調不良の場

合は参加を見合わせていただく等、感染予防にご協力をお願いします。 

 

【主催・問い合わせ・申し込み先 】  

一般財団法人大阪府人権協会    

〒552-0001 大阪市港区波除 4-1-37 HRCビル 8階  

 URL http://www.jinken-osaka.jp/ 

TEL：06-6581-8613  FAX：06-6581-8614  E-mail info@jinken-osaka.jp 

＊E-Mailでお申込の場合、下記内容を記載の上、件名に「参加型研究会」と明記ください。 

  

   
 

ＦＡＸ 06-6581-8614   大阪府人権協会宛  

“参加型”研究会（2020.7.4）  参加申込書 

*ご記入いただいた個人情報は、講座運営上の目的以外には利用しません。 

■お名前（ふりがな） 

 

■ご所属 

 

■ご連絡先 ＊Ｅ-Mailあるいは FAX を基本に「受講確認通知」をお送りします。  

Ｅ-Mail         ＠ 

電話）                   ＦＡＸ） 

住所 〒 

■受講動機や、この研究会で深めたいと思う内容をお書きください。 

 

 

 

 

 

■その他（受講にあたっての要望など） 

■住所  

大阪市港区波除 4-1-37HRCビル 8階 

■交通 

【JR】大阪環状線・【Osakametro】 

「弁天町駅」より北東へ約 600m 

*エレベーター情報 

JR大阪環状線南口、Osaka Metro 

4番出口 

会場地図 


